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※図書室は１階へ移設しました。

H20.1 新設



原爆と気象台
　広島市江波山気象館の本館は、 昭和62年（1987年）まで江波山にあった旧広島地方気象台の建物を保存整備した

ものです。昭和20年8月6日に広島に投下された原子爆弾によって、建物や観測機器の破損や職員の負傷など、多くの

も、気象館の建物には、当時の様子を伝える傷跡が残

昭和20年8月6日
　気象観測の資料や気象台の日誌、後に

知ることができます。

被
爆
約3.7㎞。 爆風を受けた外壁
は当時のまま保存されていま
す。窓枠は、爆風の勢いで湾
曲しています。

  8月6日の日照計の記録紙には、 午前
  8時15分頃と午後3時前に日照が記録
  されていない部分があります。このこ
  とは、雲や煙が空を覆い、太陽の光を
  さえぎったことを示しています。

当台測器及当台付属品破損せり、台
員の半数爆風のため負傷し江波陸軍
病院にて手当し、一部は軽症のため、
当台にて専修科生が手当てせり。盛
んに火事雷発生し横川方面大雨降る」
と、原爆投下直後の気象台の様子が
詳細に記されています。

査で明らかにされた原子爆弾の爆発
の様子が、克明に記されています。

  壁
気象台
き飛ばされたガラス片が、壁に
刺さったまま残されています。
爆風の風速は秒速700mと推定
されています。

2階展示室、気象台の思い出
にも、曲がった窓枠が残され
ています。当時の職員によっ
て補修され、現在でも使われ
ています。

●カンベル日照計
　中央のガラス球に太陽の光が当たると、ガ　
　ラス球が、レンズの役割をして、ガラス球
　の後ろに置いた記録紙に焦げあとを残しま
　す。記録紙には、時間の目盛があり、これ
　により、日照時間を知ることができます。

被爆関連展示のご紹介被爆関連展示のご紹介被爆関連展示のご紹介



原子爆弾被害調査
　原子爆弾が投下された年の昭和20年9月、当時の中央気象台（現在の気象庁）の指示により、気象台職員たちは、

独自の原爆被害調査に取り組みました。原子爆弾により大きな被害を受けた街を歩きまわり、聞き取り調査を行うこ

とは、語る側の口も重たくなりがちで、聞く側にとってもつらい仕事でした。これらの結果は、後に原子爆弾被害調

もうひとつの原子爆弾災害
　もうひとつ、忘れてはならない出来事が

あります。昭和20年9月に広島を襲った枕

崎台風は、広島での最低気圧721.5㎜Hg

（961.7ｈPa）、最大瞬間風速は30.2ｍ

を記録し、原子爆弾で大きな被害を受けた

広島では、通信機能の復旧が間に合わず、

気象台は市民に台風の接近を伝えることが

できませんでした。

　そのため、この台風による全国の死者行

方不明者約3,700人のうち、  約2,000名

が広島県内の犠牲者という、甚大な被害と

なってしまいました。

現在の広島市の郊外や市外にま
で及びました。

爆発や火災による旋風により、
様々なものが上空へと巻き上げ
られたことが記されています。

に上陸した台風は、その日の
うちに、広島を襲い、土砂崩
れなどにより、多くの被害を
発生させました。

　　　 空白の天気図
原子爆弾の投下から枕崎台風の襲来、
その後に行われた、気象台職員によ
る原子爆弾被害調査の様子について

     に広がり、飛散物も同様に、
     その多くが北西方向に集中し
     ている様子が記されています。

地道な調査をまとめた報告書
には、気象の専門家から見た
原子爆弾被害の状況が、詳細
に記されています。

火災が引き起こした風や、旋風
の様子が記されています。

積乱雲へと発達した雲は雨を降
らせました。

※当時の被害調査のうち、原子爆弾による黒い雨の降雨範囲については、原爆症の認定や、被爆者援護の分野において様々な問題点が指摘されています。
　ここで紹介する内容につきましては、原爆被害の調査に取り組んだ気象台職員について、歴史的事実を紹介するためのものです。みなさまのご理解を
　お願いいたします。

被爆関連展示のご紹介被爆関連展示のご紹介-2-2被爆関連展示のご紹介-2



   　　　　　大人　 100 円（個人）　 80 円（団体）
しょうにん

 （入館料）  小人　  50 円（個人）　 40 円（団体）

※団体は 30 名以上の場合です。小学校・中学校で 30 名未満
　の場合は、減免手続きにより団体料金の適用が可能です。

   ※各種手帳による減免など詳しいことはお問い合わせください。

 ※小人料金は小学生～高校生または 18 歳に達する日以降の
　 最初の 3 月 31 日までの人です。

しょうにん

利用料金

　　　　　　 午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
 

開館時間

　　　　　　 毎週月曜日 ( 祝･
　　　　　　 年末年始、その他臨時休館の場合があります。

休日の場合は開館 ) 、祝日の翌日、休  館  日

★申込み方　 電話または FAX にて受付けています。

TEL （ 082 ） 231- 0177
FAX （ 082 ） 234-1013 
ホームページに申込み用フォームがあります。
URL  http://www.ebayama.jp より学校等団体対応のページをご覧
ください。

申込み方法

　　　　　　 周辺の公園広場をご利用ください。
    屋上・テラスなどでの食事については、他のお客様のご見学の妨げにならない範囲で可能です。
　雨天時等、冬季の強風時など天候不順の際は、館内にて食事をとっていただくことが可能です。

 ※申込み時にご希望をお伝えください。
 ※他団体様のお申込み状況によっては、ご希望に添えない場合や時間調整をお願いする場合があります。

食事場所

　　　　　　 貸切バスでお越しの場合、バス駐車場をご利用いただけます。（無料）
 ※当日の先着順となります。満車の場合等ご利用いただけない場合があります。満車の際は回送をお願
　 いいたします。
 ※駐車場ではアイドリングストップをお願いいたします。
 ※車椅子等をご利用の方の送迎については、別途ご相談ください。
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　バス＝広島電鉄 舟入本町経由 江波又は江波営業所行き
　　　　江波栄町下車　約 500 ｍ
　　　　　江波行きにご乗車の場合、終点（江波三菱）にて乗り継ぎが必要です。

　電車＝広島電鉄 江波行き　江波（終点）下車　約 1,500 ｍ

公共交通機関

（江波山頂上 標高 30 ｍ）

歩道 
（電車終点への近道） 

レストラン 
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被爆者慰霊 
母子愛の像 
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団体バス駐車場 

江波山気象館 
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ミュージアムショップ

当館オリジナルのサイエンスグッズや
「ヒロシマエバヤマザクラ」グッズな
どを提供しています。

当館オリジナルのサイエンスグッズや
「ヒロシマエバヤマザクラ」グッズなど
をを提供しています。

当館オリジナルのサイエンスグッズや
「ヒロシマエバヤマザクラ」グッズな
どを提供しています。

広島市江波山気象館

広島市中区江波南１ー 40 ー１
TEL:(082)231-0177 　 FAX:(082)234-1013

URL   http://www.ebayama.jp

利用案内利用案内

※休館日は変更になる場合がありますので、詳細についてはお問い合わせください。
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